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表 紙 説 明 

                   

写真上段：長崎眼鏡橋（長崎県長崎市：1634年竣工） 

長崎市の中島川に架かる石造二連アーチ橋である。日本初の石造りアーチ橋といわれて

いる。中島川の河口から数えて 12番目にある。1960年（昭和 35年）に国の重要文化財

に指定された。 

 

写真下段：軍艦島（長崎県高島町端島） 

長崎県長崎市（旧高島町）にある島である。かつては海底炭鉱によって栄え東京以上の

人口密度を有していたが、閉山とともに島民が島を離れ、現在は無人島である。 

（説明文はWikipediaより引用） 

 

（阪部 記） 
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編 集 後 記  

 

７月といえば、海開き・富士山山開き・京都の祇園祭、学生は夏休みと色々なことが楽

しめる季節がやってきました。私にとっては紫外線対策に明け暮れる日々の幕開けです。 

皆様にとって今年の夏は何をして楽しみますか？ 

センターの某専務理事は富士山に登りに行く！！と張り切っています。新聞で、今年は

関西の企業も夏休みの日数を増やすのではないかと書かれていました。旅行会社では“節

電は商機だ”と考え、アジア系の国だったと思いますが、１１日間滞在の基本料で２２日

間滞在出来るプランがあるそうです。是非、興味がある方は、旅行会社で検索してみて下

さい！ 

 

                              （稲田 記） 

 

 

 

お詫びと訂正 

センターニュース No.298 号に掲載しておりました、【不確かさのすすめ⑫】の文章の最

終 2行に抜けがありましたお詫びとともに、再度掲載致します。 

今後ともセンターニュースをご愛読頂きますようお願い申しあげます。 

 

おわりに 

1 年間に渡って土質試験結果の精度を JIS で決めている「不確かさ」として表わす方法と考

え方及び不確かさの意義と必要性を解説してきた。建設・環境・防災などの研究・技術・

マネージメントを通じて地盤に関わっている多くの人々が、構造物の設計・施工・維持管

理を支えている試験結果の精度・不確かさに少しでも関心を持って頂ければ幸いである。

できれば、次の機会には各種の土質試験において実際に不確かさを算出している例を取り

上げたいと考えている。 
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	6-わいがや開催報告No.17
	7-ちょっと心に残る良い話
	8-編集後記



